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「南洲翁手抄言志録」 (その2)

4 凡そ事を作すには、 須 らく天に事ふるの心あるを要すべ し。人に示すの念あるを
要せず。                           (録 -3)

(意訳) どのような事でもそれを為すに当たつては、当然のことなが ら、天 (神・仏)に
仕 える心を持つことが必要である。人に見せ るような街いの気持があってはならない。

(余説)南洲遺訓 25は 、これが ヒン トになったのかも知れません。人には知 られないこと
であっても 「天 (神・仏)に はお見通 し」だ とい うのは、全ての宗教の精髄です。

運動の法則や万有引力の法則 など科学史上最大の功績 を残 したニュー トンにとって 「神
の存在」は極めて重要であり、神学の研究にも没頭 しています。人知を超えた天の存在を

認めることが、人を謙虚でかつ創造的なものにさせ るものだ と思います。
西郷 どんにとっては、主君斉彬公は神格化 され天に近い存在だったのかも知れません。

(参 考)南洲遺訓 25「 人を相手にせず、天 を相手にせ よ。天 を相手に して己れを尽 して人
を咎めず、我が誠の足らざるを尋ぬべし」てつろく          あざむ                っか

言志圭録 106「 自ら欺 かず。之れを天に事 うと謂 う」

楊震四知の戒 「天知 る、神知 る、子知る、私知 る」

宋名臣言行録  「人の知 らんことを求むること無れ」

詩経 「屋漏に愧 じず」

大学 「君子は独 りを慎む」

5
ふん              しんがく   き か ん       しゆス′           われ           ,さ
憤の一字、是れ進學の機閥な り。 舜 何人ぞや。予何人ぞや。方に是れ憤。

(録 -5)

(意訳)発 憤す
金2憤の 1字は、学問を進めるた

1擦」
こ最も必要な原動力である。 (孔 門十

哲の首位である顔淵が)「聖天子 と言われる虞の 舜 も自分 と同じ人間ではないか。」 (成
しゆん

らん
上

する志 さえあれば、 自分だって 舜 のよ うな人物になれるぞ」 と言ったことは、ま
さに憤 とい うことである。

(余 説) 「俺はなれ る」 と思 うか、「俺には とてもなれない」 と思 うかは、人間一生の分
岐点にもな ります。西

毅
どんは紆余曲折を経て、「幕府 の世を終わ りにさせ、天子が治め

る世に変える」 とい う憤 の原動力 で 「薩長 同盟」や 「大政奉還」「江戸城無血 開城 」、

最後 に 「明治維新」「廃藩置県」 とい う、超難題 を成 し遂 げたのだ と思われます。
しか しなが ら、すべてには 「時」があります。物事には 「嘩啄同時」つま リタイ ミング

が欠かせないことは、幕末から維新の歴史で数多くの過程でも教えています。
さらに、人には持 って生まれた器 とい うものがあ り、「為せ ば成 る」」 とい う信念 も、

とんでもない思い上が りになることもあります。その辺 りを柔軟で適切な見極めができる
のが、成熟 した大人の見識 とい うものではないでしょうか。

(参考)論語・述而 8「憤せずんば啓かず、俳せ ざれば発 さず。」

(情熱がない ものは進歩 しない。苦 しんだあとでなければ上達がない。)

村 田清風 (吉 田松陰の師 )

「来てみれば さほどでもなし 富士の山 釈迦 も孔子も か くやあ りなん」
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6
がん  つ                                き

眼を著 くること高ければ、則ち理を見て岐せず。
(録 -88)

ひが しくせ

[評 ]さ手』条弯摯、西三條、東久世諸公 と長門iL夢 る。之を七卿脱走と謂ふ。幕奄ょ者ゎ
を宰府に竃す。既にして七卿が勤王の士を募 り國家を簡Lさ んとするを憂へ、浪華

ゆつ                     つと        ふせ      つい  や

に幽す るの
動ょ

り。南洲等力めて之を拒ぎ、事終に燎む。南洲人に語つて日ふ、

七卿中他 日開白に任ぜ らるる者は、必三條公な らん と。果 して然 りき。

(意訳) 大所高所に眼をつけるよ うに心がけると、物事のあるべき正 しい道筋が見えてき

て、迷 うことなく決断できる。

(余説) 1867年 の将軍慶喜による大政奉還後に起きた「王政復古」のクーデターこそ、

大所高所に眼をつけられた西郷 どんならです。視点を高 く置 くと、それまで見えなかった

ものが見えてきます。その能力は、西郷 どんが幾たびかの死線を乗 りこえた結果、身につ

いたものと思います。高い山に登 ること視野を高 くすることです。

七卿脱走は今で言 う「七卿落ち」です。 1863年 に尊王攘夷派の長州藩 と対立する公

武合体派の薩摩藩がクーデターを起 こして朝廷の権力を掌握 し、尊王攘夷派の公卿が長州
さねとみ

へ落ち延びた事件です。三條実美は維新後、太政大臣や内大臣に任ぜ られました。

(参 考)思考の三原貝」「目先に捉われないで、できるだけ長い眼で見ること。物事の一面に

捉われないで、できるだけ多面的に・全面的に見ること。枝葉末節に提われないで、

根本的に見ること。」 (致知出版社・安岡正篤一 日一言 11lp)

7 性は同 じうして 而 して質は異なる。質異なるは 教 の由って設けらる 所ゝなり。

性同じきは教の由って立つ所なり。                (録 -99)

(意訳) 人間の本性は誰でも同 じであるが、気質はそれぞれに異なる。気質の異なるとこ

ろが、教育が必要 とされる理由である。そ して、本性が同 じであることが、教育に効果を

期待 しうる理由である。

(余説)儒 学では 「性」は人間の持って生まれた本性、「質」は性格、又はその基礎 とな

る気質を言います。朱子学では 「性即理」を主張 して、本然の性 こそが天地万物を主宰す

る法則、つま り天理であるとします。一方、陽明学では 「心則理」を主張 し、性 と情を含

めて天理であるとし、他人の痛みは自分の痛み とい う「万物一体の仁」 とな ります。

孟子は、「人皆、人に忍び ざるの心あ り」 (人 には誰でも、人の悲みを見過 ごす ことの

できない同情心がある)と して、「側隠」 (哀れむ心 )、 「差悪」 (恥 を悪む心 )、 「辞譲」 (謙
ぜ ひ

虚 な心 )、 「是非」 (善悪の区別)は、仁・義・礼・智の糸 口 (四 端)であ り、その 「四端」

の情がないのは 「人に非 ざるな り」 と書いています。 (公孫丑章句。上)

西郷 どんの 日本史を大きく変えた功績は、陽明学 と「人は善なるもの」 と見る思想 に裏

付 けされています。また、本性は同 じ善であったはずのかつての同志が、新政府の高官に

なると、権勢欲な どにまみれる醜態が見るに堪 えず、故郷へ帰 る悲 しみも味わいま した。

薩摩藩英国留学生の一人で、成辰戦争や北海道開発に貢献 した、村橋久成 も同じ思いか

ら僧になって放浪 し、最後は神戸で行き倒れました。人の 「質」が持つ悲 しさです。

(参考) 論語。陽貨 「性 相近 し。習い相遠 し」 (生 まれつきは似たもの、習慣で変わる)
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